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スーザン・サザードさんと語るスーザン・サザードさんと語る

「朗読会と家族の思い出」「朗読会と家族の思い出」

　

11
月
９
日
、
追
悼
平
和
祈
念
館
交
流
ラ

ウ
ン
ジ
で
、
ス
ー
ザ
ン
・
サ
ザ
ー
ド
さ
ん

と
語
る
「
朗
読
会
と
家
族
の
思
い
出
」
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
会
で
は
、
ま
ず
５
人
の
被
爆
者
の

人
生
を
描
い
た
「
ナ
ガ
サ
キ
‐
核
戦
争
後

の
人
生
」
の
著
者
で
あ
る
サ
ザ
ー
ド
さ
ん

が
、
被
爆
者
と
の
出
会
い
や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

の
様
子
を
一
人
ず
つ
日
本
語
で
語
り
、
著

書
の
一
部
を
そ
の
被
爆
者
と
親
交
が
深

か
っ
た
永
遠
の
会
メ
ン
バ
ー
が
朗
読
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
本
に
登
場
す
る
永
野
悦
子
さ
ん

と
ご
子
息
の
ほ
か
、
谷
口
稜
曄
さ
ん
、
和

田
耕
一
さ
ん
、
堂
尾
み
ね
子
さ
ん
、
吉
田

勝
二
さ
ん
の
ご
家
族
に
も
ご
参
加
い
た
だ

き
、
幼
少
時
の
思
い
出
や
被
爆
後
の
生
活

な
ど
、
家
族
だ
か
ら
こ
そ
知
る
話
を
語
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
他
に
も
翻
訳
を
担
当
さ
れ
た
宇
治

川
康
江
さ
ん
、
本
を
出
版
し
た
み
す
ず
書

房
の
八
島
慎
治
さ
ん
な
ど
、
１
２
０
人
を

超
え
る
方
々
が
来
場
し
て
く
だ
さ
り
、
会

場
か
ら
あ
ふ
れ
る
ほ
ど
で
し
た
。
「
ナ
ガ
サ

キ
」
と
い
う
１
冊
の
本
に
関
わ
っ
た
方
々

の
思
い
が
一
つ
に
な
っ
た
時
間
は
、
会
場

の
皆
さ
ん
の
心
に
も
届
き
、
涙
を
流
し
て

話
を
聞
い
て
い
る
方
も
多
く
見
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
本
に
登
場
す
る
５
人
の
被
爆

者
の
う
ち
、
３
人
は
故
人
と
な
り
ま
し
た

が
、
そ
の
方
々
も
そ
の
場
に
い
て
話
を
聞

い
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
時
間
で
も
あ
り

ま
し
た
。

　11 月 10 日、原爆資料館ホールでスーザン・サザードさんの「ナガサキ - 核戦争後の人

生」の出版を記念する特別市民セミナーが、核兵器廃絶長崎連絡協議会の主催で行われま

した。サザードさんは、長年にわたるインタビューを通して交流した谷口稜曄さんら被爆

者との出会いを振り返り、「読者が作品を通して被爆者の体験を疑似体験し、その気持ち

を感じとってもらいたい」と語りました。また、芥川賞作家の青来有一さん、詩人で絵本

作家のアーサー・ビナードさんを交えたトークセッションでは、「これからは被爆体験を

検証し、被爆者の思いを共有することが必要」などの意見が出されました。

特
別
市
民
セ
ミ
ナ
ー

特
別
市
民
セ
ミ
ナ
ー

「
歴
史
と
向
き
合
う

「
歴
史
と
向
き
合
う

　

被
爆
地
か
ら
学
ん
だ
こ
と
」

　

被
爆
地
か
ら
学
ん
だ
こ
と
」

著書 「ナガサキ - 核戦争後の人生」　を通じて出会った被爆者に感謝して…
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長崎での２つのイベントを終えた長崎での２つのイベントを終えたスーザン・サザードさんスーザン・サザードさんよりより

　

国
立
長
崎
原
爆
死
没
者
追
悼

平
和
祈
念
館
に
お
い
て
、
著
書

「
ナ
ガ
サ
キ-

核
戦
争
後
の
人

生
」
に
登
場
す
る
被
爆
者
と
そ

の
家
族
、
そ
し
て
集
ま
っ
て
く

だ
さ
っ
た
方
々
を
前
に
、
本
に

つ
い
て
の
思
い
を
お
話
し
で
き

た
こ
と
は
、
私
に
と
っ
て
、
と

て
も
素
晴
ら
し
く
貴
重
な
経
験

と
な
り
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
お
世
話
に
な
っ
た

方
々
も
た
く
さ
ん
お
越
し
く
だ

さ
っ
て
い
て
、
私
の
言
葉
で
感

謝
の
意
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ま
た
永
遠
の
会
の
方

が
、
私
の
本
の
一
部
を
素
晴
ら

し
い
日
本
語
で
読
ん
で
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

　

こ
の
本
の
出
版
、
そ
し
て
朗

読
会
に
携
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た

全
て
の
方
々
、
長
崎
平
和
推
進

協
会
の
方
々
に
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
皆
様
、
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

11
月
24
日
、
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
ロ
ー
マ

教
皇
が
、
38
年
ぶ
り
に
被
爆
地
・
長
崎
市
を
訪
れ

ま
し
た
。

　

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
教
皇
は
、
長
崎
に
つ
い
て

「核
兵
器
が

人
道
的
に
も
環
境
に
も
悲
劇
的
な
結
末
を
も
た
ら
す

こ
と
の
証
人
で
あ
る
町
だ
」
と
指
摘
し
、
「核
兵
器
の

な
い
世
界
は
可
能
で
あ
り
、
必
要
だ
と
確
信
し
て
い

る
」、
核
兵
器
廃
絶
に
向
け
て

「
一
致
団
結
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
爆
心
地
で
訴
え
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
時
々
雷
が
ま
じ
る
強
い
雨
と
な
り
ま
し

た
が
、
当
協
会
の
継
承
部
会
員
で
あ
る
被
爆
者
や

平
和
案
内
人
、
家
族
・
交
流
証
言
者
な
ど
、
約
千

人
が
爆
心
地
で
、
教
皇
の
平
和
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
聞
き

ま
し
た
。

「
長
崎
を
最
後
の
被
爆
地
に
！
」
と
平
和
推
進

事
業
に
取
り
組
ん
で
き
た
当
協
会
と
し
て
も
、
教
皇

の
今
回
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

「
大
切
な
宝
物
」
と
し
て
、

核
兵
器
廃
絶
を
め
ざ
す
世
界
中
の
人
た
ち
と
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
と
共
感
を
拡
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

吉田 睦子さん

　谷口さんと和田さんを
担当しました。核兵器が
無くなるまでは安心して
死ねないと頑張っておら
れた谷口さん、「僕は何
も悪か事はしとらん」と
言って亡くなった友人の
無念さを思い続ける和田
さん。共に原爆体験を語
り、世界平和に半生を捧
げました。そんなお二人
の心の原点に寄り添った
スーザンさんのこの本の
真意が世界に広く伝わる
よう願っています。

松尾 蘭子さん

　永野悦子さんと故・堂
尾みね子さんの体験を朗
読しました、お二人は逆
境にもめげず、社会的挑
戦を重ねながら生きてこ
られました。私はその姿
に、原爆の悲惨さと被爆
者の想いをいかに多くの
人に知ってもらうか、そ
のあり方を導いていただ
きました。お二人の生き
ざまをお伝えすること
で、平和の尊さを感じ
取っていただければあり
がたいです。

白鳥 純子さん

　吉田さんの体験を
朗読しました。当日
は吉田さんのお誕生
日だったこともあっ
て、その場所で吉田
さんが聞いてくれて
いるような気持ちに
なり、心を込めて朗
読することができま
した。顔にケロイド
が残り、被爆後も壮
絶な経験をした吉田
さんの思いをこれか
らも伝えていこうと
思います。

▲来場した永野悦子さんが、 ご自身の体験や
思いを語りました

▲サザードさんからの
　 日本語でのメッセージ

▲著書 「ナガサキ - 核戦争後の人生」 に
サインを行うサザードさん

写真 ： 長崎県提供

ローマ教皇（法王）来崎ローマ教皇（法王）来崎

「長崎から平和と行動を訴え」「長崎から平和と行動を訴え」

朗読を行ったのは、 被爆者と親交が深かった 「永
と

遠
わ

の会」 メンバー
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追
悼
平
和
祈
念
館
で
は
、
被
爆

60
周
年
の
平
成
17
年
度
か
ら
毎
年

海
外
原
爆
展
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
フ
ロ
リ

ダ
州
オ
ー
ラ
ン
ド
に
あ
る
バ
レ
ン
シ
ア

カ
レ
ッ
ジ
で
10
月
７
日
か
ら
11
日
ま

で
、
オ
ー
ラ
ン
ド
公
共
図
書
館
で
は

10
月
14
日
か
ら
11
月
２
日
ま
で
原
爆

展
を
開
催
し
ま
し
た
。
バ
レ
ン
シ
ア

カ
レ
ッ
ジ
会
場
で
は

「
飛
ぶ
折
り
鶴
」

を
テ
ー
マ
に
、
展
示
室
の
床
に
折
り

鶴
の
画
像
が
投
影
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
式
に
合
わ
せ
、
継
承
部
会
員

の
清
野
定
廣
さ
ん
が
合
計
４
回
、
被

爆
体
験
を
話
し
ま
し
た
。
自
作
の
絵

を
用
い
な
が
ら
、
真
剣
な
中
に
時
折

ユ
ー
モ
ア
も
交
え
た
講
話
に
、
多
く
の

人
が
熱
心
に
聞
き
入
り
ま
し
た
。
終

了
後
は
清
野
さ
ん
の
周
り
に

「
遠
い

と
こ
ろ
を
来
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
」

と
握
手
や
ハ
グ
で
感
謝
の
気
持
ち
を

伝
え
る
学
生
た
ち
や
質
問
す
る
人
た

ち
が
多
く
集
ま
り
、
和
や
か
で
温
か

な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
展
示
会
場
に
は
折
り
鶴

コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
折
り
方
を
分
か

り
や
す
く
伝
え
る
た
め
に
現
地
の
ス

タ
ッ
フ
が
事
前
に
動
画
を
作
成
し
、

流
し
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
を
見
な
が
ら

初
め
て
の
折
り
鶴
に
挑
戦
す
る
多
く

の
学
生
の
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
原

爆
展
終
了
後
は
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド

が
届
き
、
平
和
を
願
う
人
々
の
声
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　どの被爆体験講話でも真摯に向き

合っていただき、その真剣な眼差しに

圧倒されました。また率直な質問も多

く、互いを知り、理解する機会を得る

ことができました。オーランド公共

図書館では、講話中に閉館時間となっ

たため中断しようとしたところ、「続

けさせては」との声が出ました。大

らかで自由に発言できるアメリカを

この目で見ることができ、嬉しくて

涙が出ました。生涯忘れることので

きない貴重な経験となりました。

私たちは、 破壊兵器

を造るのではなく、 平

和への架け橋を築いて

いきましょう。

できるはずです。 皆

同じ人間なんだから。

無意味な戦争、死、

そして紛争のない日

が来ることを望みま

す。 いつの日か平和

が訪れますように。

池田道明さんの被爆体験を語り継ぐ

家族・交流証言者家族・交流証言者

山下瑞季さんデビュー山下瑞季さんデビュー

次
世
代
が
、
被
爆
を
体
験
し
た
方
の
思
い

を
受
け
継
ぎ
伝
え
る
、
語
り
継
ぐ
被
爆
体
験

（
家
族
・
交
流
証
言
）
推
進
事
業
で
新
た
な

講
話
者
が
デ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。
被
爆
者
・
池

田
道
明
さ
ん
の
被
爆
体
験
を
語
り
継
ぐ
、
山

下
瑞
季
さ
ん
で
す
。
家
族
・
交
流
証
言
者
は
、

山
下
さ
ん
を
含
め
、
33
人
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
事
業
で
は
、
家
族
・
交
流
証
言
者
と

し
て
デ
ビ
ュ
ー
す
る
ま
で
、
被
爆
者
と
の
交
流
、

原
稿
校
正
、
話
し
方
研
修
な
ど
様
々
な
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。
講
話
は
全
国
各
地
で
、小
・

中
学
校
な
ど
か
ら
依
頼
を
受
け
て
実
施
し
て

お
り
、
講
話
回
数
は
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

山
下
さ
ん
は
、
現
在
高
校
生
。
忙
し
い
学

校
生
活
の
中
、
原
稿
の
作
成
や
講
話
の
練
習

に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

山
下
さ
ん
が
伝
え
る
こ
と
で
、
同
世
代
の

若
い
人
た
ち
が
、
よ
り
身
近
に
被
爆
体
験
に
つ

い
て
感
じ
、
平
和
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
新
た
な
平
和

の
担
い
手
と
し
て
活
躍
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期

待
し
ま
す
。

▲▲

海外原爆展／被爆体験講話海外原爆展／被爆体験講話   　in  　America

海外原爆展　メッセージコーナー
被爆者
清野定廣さん
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追
悼
平
和
祈
念
館
で
は
、
平
成

30
年
度
か
ら
被
爆
体
験
伝
承
者

等
派
遣
事
業
を
開
始
し
、
被
爆
者

の
被
爆
体
験
や
平
和
へ
の
思
い
を
語

り
継
ぐ

「家
族
・交
流
証
言
者
」
や
、

被
爆
者
が
記
し
た
被
爆
体
験
記
や

詩
な
ど
を
朗
読
す
る

「
被
爆
体
験

記
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
を
国
内
外
へ

派
遣
し
て
い
ま
す
。

本
年
度
は
10
月
９
日
か
ら
16
日
ま

で
、
吉
田
勝
二
さ
ん
の
被
爆
体
験
を

語
り
継
ぐ
家
族
・
交
流
証
言
者
の

白
鳥
純
子
さ
ん
、
被
爆
体
験
記
朗

読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
被
爆
体
験
を
語

り
継
ぐ

永
遠
の
会
」
の
甲
斐
一
美

さ
ん
を
マ
レ
ー
シ
ア
へ
派
遣
し
、
ク
ア

ラ
ル
ン
プ
ー
ル
市
内
の
大
学
や
高
校

な
ど
計
３
か
所
で
、
家
族
・
交
流
証

言
講
話
と
被
爆
体
験
記
朗
読
を
計

６
回
行
い
ま
し
た
。

マ
レ
ー
シ
ア
に
は
日
本
の
言
語
や

文
化
、
日
本
へ
の
留
学
に
関
心
の
あ

る
若
者
が
多
く
、
講
話
や
朗
読
に
耳

を
傾
け
ま
し
た
。
終
了
後
に
は
原
爆

投
下
や
被
爆
に
関
す
る
こ
と
、
平
和

へ
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
の
質
疑

応
答
な
ど
、
時
折
日
本
語
も
交
え

な
が
ら
、
派
遣
者
と
活
発
な
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
講
話
と
朗
読
の
後
は
折
り

鶴
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
行
い
、
聴
講
し

た
皆
さ
ん
は
折
紙
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

の
経
験
も
あ
る
甲
斐
さ
ん
の
指
導
の

も
と
、
色
と
り
ど
り
の
折
り
鶴
作
り

に
取
り
組
み
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の

中
で
楽
し
い
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

託す
かた

受け継ぐ
かた

　「吉田勝二さんの体験そのものが
人の心を捉える」これにつきます。
　人生を変えた一発の原爆。母の愛
に支えられ「地獄の苦しみ」を抜け
出し、平和の語り部として笑顔を絶
やさなかった彼の生き様は、国も世
代も越えて伝わったと思います。
　「アメリカは何故あんなひどいこ
とができたの！」と号泣した女子学
生。「ハグしても良いですか？」と感
謝の気持ちを伝えてくれた高校生。
魅力的な人々との出会いでした。

　池田さんの被爆体験を語り継ぐにあたり、｢ 伝え
る ｣ 難しさに改めて向き合いました。私は放送部
なのでいつも ｢ 伝える ｣ とは何かと考えながら読
むようにしていますが、どうやったらその時の状
況が伝わるか、自分の気持ちが届くか、｢ 伝える ｣
と ｢上手く読む ｣の違いに苦しみ、葛藤しました。
　被爆者が高齢化していき、私たちが被爆者から
直接体験を聴くことのできる最後の世代です。私
は直接聴いてきたものとしての責任があると思い
ます。自分に何が出来るかを考え、私は ｢ 交流証
言 ｣を選びました。

　私の被爆体験を受け継いでくれる山下瑞
季さんの講話デビューを聞くため、原爆資
料館を訪れました。
　顔を合わせて話す機会はあまりなかった
のですが、構成、内容、時間配分、資料の
使い方など立派で、非常に流暢に話してく
れました。直接対話で聞き取った内容の他、
私が渡した講話資料も読み込んでくれたの
でしょう。雑談の中で趣味がピアノ・歌・
踊りと聞いていましたが、語りがリズミカ
ルだったのも頷けました。

　被爆体験を朗読で伝えるというこ
とは、英語であっても同じように難
しいものですが、涙を流しながら真
剣に聞いて下さる姿や、意見交換で
の「核兵器は残酷だ」「戦争はいけな
い」「平和のためにもっと勉強したい」
という言葉に、被爆者の想いは伝わっ
たと感じました。そして今回は、「折
り鶴アクティビティ」を取り入れた
ことで、全員が平和を願う象徴であ
る折り鶴を手に笑顔で終えることが
でき、嬉しく思いました。

家族 ・ 交流証言者　山下瑞季さん被爆者　池田道明さん

家族・交流証言／被爆体験記朗読家族・交流証言／被爆体験記朗読   　in  　Malaysia

家族 ・ 交流証言者

白鳥純子さん
朗読ボランティア

甲斐一美さん
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海外で
被爆体験を
伝える

語り継がれる被爆体験



長崎県立大学シーボルト校

長崎純心大学

青少年ピースボランティア

佐世保市平和関連施設見学バスツアー
国際交流部会主催

第 33 回外国人と長崎市民の集い

被爆者自ら被爆遺構を案内する

市民対象碑めぐり
自分たちが考える国際・平和交流プログラム

アジア青年平和交流事業発表 ・ 審査会

　

11
月
10
日
、
青
少
年
ピ
ー
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
、
バ
ス
ツ
ア
ー
を
行
い
、
佐
世
保
市
内
の
平
和

関
連
施
設
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

浦
頭
引
揚
記
念
資
料
館
で
は
、
終
戦
後
、
満
州

を
は
じ
め
と
す
る
ア
ジ
ア
各
地
よ
り
帰
国
し
た

多
く
の
日
本
人
の
引
揚
げ
の
様
子
、
生
活
な
ど
を

学
び
ま
し
た
。
ま
た
、佐
世
保
空
襲
資
料
室
で
は
、

佐
世
保
空
襲
犠
牲
者
遺
族
会
会
長
か
ら
お
話
を

伺
っ
た
他
、
戦
時
中
に
使
用
さ
れ
て
い
た
防
空
頭

巾
や
千
人
針
な
ど
を
間
近
で
見
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
無
窮
洞
は
、
当
時
の
国
民
学
校
の
生
徒

た
ち
が
、
先
生
の
指
示
を
受
け
な
が
ら
掘
り
続
け

た
防
空
壕
で
す
。
機
械
を
使
わ
ず
、
子
ど
も
が
ツ

ル
ハ
シ
等
で
整
形
し
た
と
は
思
え
な
い
立
派
な

造
り
に
、
皆
驚
い
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
で
、
原
爆
以
外
の
視
点
か
ら
戦
争

に
つ
い
て
の
知
識
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

11
月
16
日
、
外
国
人
が
日
本
語
で
語
る
「
集
い
」

に
５
か
国
か
ら
参
加
者
が
集
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
集

い
は
日
本
語
が
た
ど
た
ど
し
く
て
も
皆
に
話
し
た
い

こ
と
が
あ
れ
ば
Ｏ
Ｋ
。

　

ア
ル
マ
ン
ド
（
オ
ラ
ン
ダ
）
は
石
油
依
存
を
や
め

て
持
続
可
能
な
生
活
に
変
え
よ
う
と
訴
え
、
ジ
ェ
イ

ミ
ー
（
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
）
は
ラ
グ
ビ
ー
王
国
で

も
高
校
の
ク
ラ
ブ
活
動
で
は
週
に
２
回
程
度
の
練
習

し
か
な
い
と
意
外
な
真
実
を
、
心
梅
（
中
国
）
は
中

国
の
麺
グ
ル
メ
の
紹
介
、
マ
ル
ビ
ン
（
ホ
ン
ジ
ュ
ラ

ス
）
は
国
中
が
祝
う
楽
し
い
ク
リ
ス
マ
ス
の
話
、
日

系
３
世
の
春
菜
（
ボ
リ
ビ
ア
）
は
、
移
民
し
た
日
本

人
は
当
初
の
過
酷
な
状
況
を
克
服
し
て
今
は
順
調
な

発
展
を
遂
げ
て
い
る
と
語
り
ま
し
た
。
会
場
か
ら
は

質
問
が
活
発
に
出
さ
れ
、
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
第

２
部
の
懇
親
会
は
「
ハ
ロ
ー
、
や
あ
今
日
は
…
」
の

歌
で
始
ま
り
、
こ
れ
が
大
好
評
。
笑
顔
が
は
じ
け
ま

し
た
。
来
年
は
皆
さ
ん
も
是
非
来
て
く
だ
さ
い
。

（
国
際
交
流
部
会
長
）

　

９
月
15
日
、
継
承
部
会
原
爆
遺
跡
研
修
班
が

「
市
民
対
象
碑
め
ぐ
り
」
を
実
施
し
、
約
50
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

前
半
は
三
菱
電
機
鋳
物
工
場
跡
に
建
つ
施
設

内
で
、
被
爆
後
の
写
真
や
地
図
を
映
し
な
が
ら
、

被
爆
者
が
体
験
し
た
当
時
の
状
況
を
説
明
し
ま

し
た
。
後
半
は
浦
上
川
周
辺
を
歩
き
な
が
ら
、

前
半
の
話
に
出
て
き
た
工
場
跡
や
防
空
壕
跡
を

巡
り
、
そ
の
場
所
で
も
当
時
の
体
験
を
語
り
ま

し
た
。
山
脇
佳
朗
さ
ん
は
、
父
を
荼
毘
に
付
し

た
製
鋼
所
跡
で
、「
こ
の
場
所
に
来
る
と
あ
の

日
の
こ
と
が
頭
に
浮
か
ぶ
。
耐
え
が
た
い
光
景

だ
っ
た
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
一
人
は
、「
こ
の
碑
め
ぐ
り
は
、

被
爆
者
の
話
を
聞
け
る
貴
重
な
機
会
。
正
に
そ

の
場
所
に
立
ち
、
当
時
を
語
る
姿
に
強
烈
な
印

象
を
受
け
ま
し
た
」
と
感
想
を
話
し
ま
し
た
。

　

９
月
７
日
、
追
悼
平
和
祈
念
館
交
流
ラ
ウ
ン
ジ

で
、
ア
ジ
ア
青
年
平
和
交
流
事
業
発
表
・
審
査
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
、
長
崎
の
若
者

が
企
画
す
る
事
業
を
当
協
会
が
委
託
し
、
若
者

自
身
に
実
施
し
て
も
ら
う
も
の
で
す
。

　

今
年
度
は
２
チ
ー
ム
の
応
募
が
あ
り
、
審
査
の

結
果
２
チ
ー
ム
共
認
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
活
動
を
行
っ
て
い
た
だ
き
、

３
月
に
は
活
動
内
容
を
報
告
し
て
も
ら
い
ま
す
。

写真等で
被爆当時の説明

▼
旧制県立瓊浦中学校
（現 ・ 県立西高校）

▼
梁川公園

浦頭引揚記念
資料館

▼
佐世保空襲

資料室
▼

無窮洞

コース

コース

長崎県立大学
シーボルト校 金村ゼミ

長崎市内を中心に平和

に関するスポットや平

和活動を撮影した写真

を使ってカレンダーを

作成し、配布する。

長崎純心大学
Green Pieces

長崎に住む外国人の方

と平和や戦争について

考える Peace Forum を

開催する。
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国
連
軍
縮
週
間

市
民
の
つ
ど
い
開
催

　今年は、長崎に投下された原爆の第一目標であった北九州市の大学生が、

長崎市を訪れ、「市民のつどい」と同日に行われた平和大行進でピースボラ

ンティアと共に風船を配るなど、運営補助を行いました。

　前日には、被爆体験講話の聴講や、ピースボランティアによる碑めぐりを

行うなど、被爆の実相を学びました。長崎の若者との交流を深めることで、

平和の大切さを考える機会となりました。

戦時食

体験

原爆写真

展示

ミニ

コンサート

折り鶴

体験

エコ風船

メッセージ

ポップ

コーン

綿菓子

Peace Wing Nagasaki

会員の広場
写
真
資
料
調
査
部
会
の
一
員
と
し

て
、
平
和
推
進
協
会
の
活
動
に
携
わ
っ
て

い
ま
す
。
本
業
が
カ
メ
ラ
マ
ン
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
長
年
被
爆
者
の
撮
影
も
続

け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
和
関
連
イ
ベ
ン

ト
の
際
に
は
写
真
の
撮
影
を
行
う
な
ど
、

様
々
な
体
験
を
さ
せ
て
も
ら
い
、
そ
の
写

真
を
こ
の
会
報
「
へ
い
わ
」
に
も
使
用
し
て

も
ら
う
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
す
。

こ
の
度
、
皆
様
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
長

崎
市
出
島
町
に
「
ス
タ
ジ
オ
・
ワ
ン
・
ナ
ガ

サ
キ
」
を
開
業
し
ま
し
た
。
こ
じ
ん
ま
り

と
し
な
が
ら
も
居
心
地
の
良
い
ス
タ
ジ

オ
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
年
明
け

ご
ろ
、
開
店
記
念
と
し
て
こ
れ
ま
で
撮
影

し
た
平
和
関
連
の
写
真
展
を
行
う
予
定

で
す
。
お
近
く
へ
お
越
し
の
際
は
ぜ
ひ
お

立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

こ
れ
か
ら
も
、
写
真
資
料
調
査
部
会

員
と
し
て
、
よ
り
一
層
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も

軽
く
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

草
野 

優
介

お便りをお寄せください！
平和推進協会では、会員の皆様よりお便

りを募集します。会報をご覧になっての

ご意見、ご感想、お便りなど、会員の皆

様の声をお寄せください。投稿いただい

た声は、広報委員会を経て、「会員の広場」

で会報「へいわ」に掲載させていただき

ます。投稿は 300字以内でお願いします。

また、匿名の投稿はご遠慮ください。

E-mail：info@peace-wing-n.or.jp
〒 852-8117 長崎市平野町 7-8
長崎平和推進協会「会員の広場」係

NO. 11

20 年にわたり長崎の被
爆者を撮り続けてきた写
真家・大石芳野さん。今
年 3 月、大石芳野さんの
写真集「長崎の痕（きず
あと）」（藤原書店）が発
刊されました。
長崎市教育委員会によ

りますと、今年 11 月に
「写真集『長崎の痕』を広
める会」から長崎市内の
全ての小中高校にこの本
（151 冊）が寄贈されたそ
うです。子どもたちにも、
ぜひ読み継いでいただき
たい一冊です。
大石芳野さんから、「引

き続き写真を撮りたいの
で被爆者を紹介して欲し
い」と当協会に要請があっ
た際、大石さんにお会い
しました。大石さんは、
とても物静かな方でした
が、その瞳には
熱い思いを
感じました。

写真家

大石芳野さん

来訪
者コーナー

今年はピースボランティアと一緒に北九州の大学生も参加！今年はピースボランティアと一緒に北九州の大学生も参加！

▲

　

10
月
26
日
、
当
協
会
は
国
連

軍
縮
週
間
（
10
月
24
日
～
30
日
）

に
合
わ
せ
て
「
市
民
の
つ
ど
い
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
秋
晴
れ
の

下
、
子
ど
も
か
ら
年
配
の
方
ま
で

多
く
の
方
に
来
場
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

会
場
に
は
、
エ
コ
風
船
、
折

り
鶴
、
原
爆
写
真
展
、
ミ
ニ
コ

ン
サ
ー
ト
の
各
コ
ー
ナ
ー
の
ほ

か
、
長
崎
県
地
域
婦
人
団
体
連

絡
協
議
会
長
崎
市
婦
人
会
と
活

水
高
校
の
皆
さ
ま
に
よ
る
戦
時

食
コ
ー
ナ
ー
、
紙
し
ば
い
会
に

よ
る
紙
芝
居
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
、

綿
菓
子
・
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
コ
ー

ナ
ー
で
は
行
列
が
で
き
る
な
ど

各
コ
ー
ナ
ー
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
「
市
民
の
つ
ど
い
」
に
参

加
す
る
こ
と
で
、
あ
ら
た
め
て
戦

争
・
原
爆
・
平
和
に
つ
い
て
考
え

る
良
い
機
会
に
な
っ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
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令
和
元
年
12
月
28
日
発
行

本
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

TOPICS! へいわトピックス
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（公財）長崎平和推進協会　　〒852-8117 長崎市平野町7-8　☎095-844-9922　 095-844-9961

被爆体験を語り継ぐ 永
と

遠
わ

の会 

第１５回 定期朗読会
　今年度 3 回目となる定期朗読会では、追悼

平和祈念館に収蔵されている「被爆体験記集

（通称・黒本）」がつなぐ家族の絆と、子ども

たちが未来に広げる平和への想いを朗読でお

伝えします。ぜひご来場ください。

日時：2月 9日（日）14：00 ～ 15：00

場所：追悼平和祈念館 交流ラウンジ

【問合せ】追悼平和祈念館　☎ 095-814-0055

NAGASAKI PEACE MARATHON 

長崎平和マラソン開催決定！

　世界初、被爆地を走るフルマラソンが被爆

75 年である来年 11 月 29 日に開催されます。

スタート・フィニッシュは平和公園（市営陸

上競技場前）。それぞれの平和へ

の思いを胸に長崎のまちを走りま

せんか。ランナー募集は 2020 年

3 月開始予定です。

【問合せ】
長崎平和マラソン実行委員会　☎ 095-829-2104

第７期 平和案内人育成講座が始まりました

第２回 「被爆体験の深化講座」 を開催

　11月23日、4年ぶりに第7期 平和案内人育成講座を開講しました。まず、

当協会の舩山忠弘副理事長より平和案内人の目的や活動についての話があ

りました。続いて、平和案内人 2 期生で、継承部会長でもある池田道明さ

んの被爆体験講話を行いました。39 人の受講生は、これから原爆資料館や

周辺のガイド研修、専門家による講義など、全 15 回の講座を経て、令和 2

年 5月の活動開始を目指します。

　12 月 1 日、継承部会継承部会交流班による「被爆体験の深化講座」を開

催しました。2 回目となる今回は「学校にまつわる話」として、戦時中の

軍国教育や戦後の学校生活について、班員や参加した被爆者が語りました。

当時の教育体制や教育勅語を覚えるまで読まされたこと、戦後に進駐軍か

らもらった綺麗な紙の話など、普段の被爆体験講話では聞くことができな

い内容も多く、参加者はメモを取りながら聞き入りました。

　第 3回は、2月 2日（日）に「学徒動員」をテーマに開催します。

公式ホームページ QR コード ▲

◎
維
持
会
員

１
0
7
7
人

◎
賛
助
会
員

１
5
4
人

◎
学
生
会
員

１
1
人

（
令
和
元
年
12
月
19
日
現
在)

（
敬
称
略
）

◎
白
鳥　

純
子 

一
万
三
千
円

◎
川
上　

正
德 

一
万
円

◎
匿
名 

七
名 

四
万
千
九
一
六
円

　
当
協
会
の
活
動
は
皆
さ
ま
の
会
費
に
支

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
ま
だ
会
費
を
納
め
て
い
た
だ
い
て

い
な
い
方
は
、何
卒
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ

き
、先
に
お
送
り
し
て
い
る
払
込
票
に
よ
り

最
寄
り
の
郵
便
局
で
納
入
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
お
支
払
い
た
だ
い
た
会
費
は
、源
泉
所
得

税
の
税
額
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。詳

し
く
は
当
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
、事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

会
員
数
報
告

寄
付
者
紹
介

　

会
費
納
入
の
お
願
い

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

賛
助
会
員
（
団
体
・
法
人
）
の
一
覧
は
協

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

ご
支
援
・
ご
協
力
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

世界の核弾頭の数（2019年6月1日現在）

ロシア 米　国 フランス 中　国 英　国 イスラエル パキスタン インド 北朝鮮 合　計

～6,500 ～6,185 300 290 215 80 ～150 130 20～30 ～13,880

長崎大学核兵器廃絶研究センター（RECNA）提供　http://www.recna.nagasaki-u.ac.jp/


